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はじめに

本稿におけるキーワードは「志向性」であ
る。志向性とは、意識が特定の対象に向け
られているという性質を指す。本稿ではエ
ニー⽣の意識がいかなる⽅向に向けられて
いるのかを推察する。
私達は常に、社会集団への所属と独⽴のせ
めぎあいの中で葛藤を繰り返している。所
属することは安⼼感をもたらし、独⽴は⾃
らの差別性や優位性を感じさせるため、⼈
間はいずれをも求める⽣き物である。

このようなことを説明する理論には、例え
ば社会⼼理学の最適弁別性理論がある。こ
の理論は⼈が何らかの社会カテゴリーに対
する所属を感じたい⼀⽅でその社会カテゴ
リー内に属する他の主体とは異なることを
望むとするものであり、例えば独⾃性が⾼
い⼈々が集まる社会カテゴリーに属するこ
とでこの欲求を満たすと説明する。
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特に、⽇本の社会⽂化的環境の近年におけ

る変化を踏まえれば、このジレンマをいか
に解消するかは重要となっている。⼼理学
者の荻原祐⼆⽒は離婚率の向上、家計⼈数
の低下、⼦供やペットに対するユニークな
名前の使⽤、新聞で使⽤される単語の変

化、独⽴が重視されるようになっているな
どの社会的価値観の変化から個⼈主義が⽇
本において普及していると説明する。その
⼀⽅で、同時に、集団主義的価値観も持続
し、強化されている可能性すらあることが

発⾒されていると荻原祐⼆⽒は指摘する。
このような社会⽂化的環境の変化から、所
属と独⽴の欲求の間のジレンマはますます
強⼒になっていると考えられるだろう。
どちらの欲求にどの程度駆り⽴てられ、そ

の結果いかなる⾏動を取るかは、そのまま
個⼈の他者と協調する欲求と⾃らのオリジ
ナリティへの欲求と関連付けられ、共同や
創造性が多種多様なコンテキストに求めら
れる現代においては重要だろう。そのた

め、第⼀の分析視点は、エニーに参加する
個々⼈が、どのような社会カテゴリーと、
どのような接点を求めているかを分析す
る。
第⼆の分析視点は、エニーに参加する個々

⼈がどのようなゴールを持ってエニーに参

加しているかというものである。⼈が追求

するものは、⼈の判断基準や価値観を反映
する。例えば、卑近な例ではあるが、健康
に重きを置くのか、⾷事における美味しさ
のどちらに重きを置くかに応じて、⾷事に
おける多種多様な意思決定は変化するだろ

う。現代では、往々にして、学歴や資格な
どの形ある側⾯に光を当てて個⼈を理解し
ようとするが、ソフトスキルが着⽬されて
いるように、実は普通では⽬に⾒えない性
質の⽅が重要な情報を抱えていることがあ

る。したがって、第⼆の分析視点は、いか
なるゴールをもってエニーに参加している
かということがある。
このような分析には、私たちのサービスを
どのような個⼈が利⽤しているかを⽰し、

参加することで何が得られるか、協賛する
ことで何が得られるかを明らかにすること
に寄与する。前回のレポートでは、エニー
⽣には開放性が⾼い、創造的な個⼈が多い
ことが分かったため、今回のレポートは補

完的な結果が⽰されるかもしれない。な
お、データは限られているため、考察にお
いてはこれらのデータから考えられること
を⼤胆に推測することでヒントを得るレ
ポートである。
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手法

分析に際しては、定量データと定性データの双⽅を対象とした分析を⾏うことで、事前の設
定した分析視点に合わせて明確な⽐較検討を⾏いながらも、⾃由な回答から得られる知⾒を
抽出する。いずれのデータもサーベイから得ており、定性データは198名から収集し、定量
データは121名から収集している。。
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エニー生の志向性の分析
独自性の追求とコミュニティへの所属の追求

31%

27%

26%

16%

優秀な学⽣とのコミュニティ
多様な意⾒が⾶び交うディスカッション
⾃分について考えられるマンツーマン⾯談
社会⼈・企業との交流

エニーに参加した⽬的（複数回答可の問いからのデータ）

Figure1
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まず、Figure1からわかるように、エニー

⽣がエニーに参加した理由のうち最も多い
ものは、優秀な学⽣とのコミュニティに属
することであった（31%）。続いて、多様
な意⾒が⾶び交うディスカッションであり
（27%）、これはおそらく学⽣のコミュニ

ティに参加する中で⾏われるものであろ
う。

その次に、マンツーマン⾯談を通じて⾃分

を考えることが続き（26%）、最後に社会
⼈・企業との交流がある（16%）。いずれ
の理由の間も極めて⼤きな差があるわけで
はないが、社会⼈・企業との交流は他と⽐
べて低い数値となっていることが⾒て取れ

るだろう。
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⾃由回答における頻出単語（198名の⾃由回答の3万9千字のテキストデータ）

Figure2

次にFigure2を参照されたい。こちらは⾃

由回答の中から頻出単語を抽出した者であ
り、図における各単語の⾯積が広がるほど

出現頻度が⾼かったことが⽰されている。
まず、当然ではあるが「⾃分」という単語
が最もよく出現していた。これは、エニー

に参加した理由が、何らかの形で⾃分に関
連しており、他者への焦点や社会への焦点

よりも、⾃分への焦点が多いことを⽰して
いる。続いて、「社会」という単語も⽐較
的多いことも特徴であり、「⾃分」と「社

会」の双⽅が出現していることから、この
間の関係性や双⽅への関⼼があると⾒て取

れる。「将来」「キャリア」「⼈⽣」「価
値」という単語からは、キャリアや⼈⽣に

おける計画や進むべき⽅向を考えるという

⽬的を読み取ることができるだろう。これ
は前述のマンツーマン⾯談と対応してお

り、メンターワークアウトの中で特に将来
のキャリアや⼈⽣、⾃らの価値観について
話すことを望んでいると⾒て取れる。最後

に、「学⽣」「交流」という単語も⾒られ
ることから、前述の定量データが指し⽰す

ように学⽣との交流が求められていること
がわかる。なお、これらの事柄は、
Figure3で⽰されているエニー受講⽣の

ファーストキャリアの希望別に分析して
も、Figure4にあるようにいずれのグルー

プにおいても⾒られる傾向である。
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ファーストキャリアの希望

Figure3

68%

14%

10%

8%

⼤企業に就職する ベンチャー企業に就職する 起業する 中⼩企業に就職する

キャリアの希望別の参加理由頻出単語

Figure4
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考察

以上のデータからは、いくつかのことが類

推できる。第⼀に、コミュニティへの参加
の意欲が⾼いことであり、このことからエ

ニーに参加する個⼈、あるいは⽇本におけ
る若者に、何らかの社会コミュニティに属
することを希求する傾向があるかもしれな

い。現に、都市化や労働形態の変化、SNS
の普及などを通じて個々⼈がますます孤独

を感じるようになっている現代において、
この傾向が存在することは不思議ではな
い。孤独を感じる傾向には、第⼆次世界⼤

戦以降、⽇本⼈の⼼理・⾏動傾向が個⼈化
していることも関係しているかもしれな

い。
第⼆に、何らかのコミュニティに属したい
と同時に、⾃らのキャリアや価値観など、

個⼈に独⾃の事柄も明らかにしたいと考え
ている点が挙げられる。現代では⾃由な選

択が許され、また、価値観が多様化し、あ
まりの選択肢の多さに⼾惑うことも少なく
ない。実際、多くの個⼈が⾃らのキャリア

をどうしたいのか、どうすればいいのかが

分からない「キャリア迷⼦」に陥っている

ことを⽰唆するレポートも存在する。
このような社会環境の中で、⾃らの進むべ

き道を模索していることが⾒て取れる結果
である。
第三に、エニー⽣には就職活動にまさに従

事する学⽣が多いが、意外なことに社会
⼈・企業との交流を⽐較的求めてエニーに

参加する個⼈が低いことが挙げられる。こ
のデータの解釈には⼆つ考えられ、⼀つは
そもそもキャリアについて考える、あるい

は探索する必要のない、キャリアが決まっ
ている⼈やキャリアにあまり価値を置いて

いない個⼈がエニーに参加しているという
解釈である。しかしながら、メンターワー
クアウトで話したいこととしてキャリアや

将来についてのテーマが多いことを踏まえ
ればこの可能性は低い。したがって、⼆つ

⽬の可能性である、キャリアについて考え
ながらも、その答えやヒントを社会⼈や企
業との交流に求めていないことが挙げられ

る。
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むすびに

本レポートは、所属と独⽴の間に存在する
ジレンマについての議論を⾏い、エニー⽣
のデータを通じてそのような対⽴する欲求
が存在することを検討している。これは、
エニー⽣が、コミュニティへの所属、そし
て、⾃ら独⾃の価値観やキャリアの道を選
び取るためにエニーに参加していることが
分かる。
そして、興味深いことに、世代間の関係性
のひずみを⾒て取ることもできた。企業へ
の就職を考える学⽣は、企業や社会⼈との
つながりを欲する可能性が⾼いと考えられ
る。しかしながら、同年代の学⽣とのつな
がりを構築するためにエニーにくる個⼈の
ほうが多いという傾向が⾒られた。
私たちの社会が必要としているのは、同年
代だけでなく上の世代とのコミュニティを
欲し、上の世代から次世代へと知識や考え

を継承しながらも、次世代が⾃らの独⾃性
を欲することで継承した事柄を⾰新する循
環メカニズムであるかもしれない。世代を
超えたコミュニティや関係性が、上の世代
から下の世代へと知識や考え⽅を受け渡す
ことにつながり、同時に次世代が独⾃性を
求めて独⾃の考えを持つことでこの知識や
考え⽅を新たなものにアップデートしてい
き、上の世代に対しても学べることを提供
し、世代を超えた取り組みの継続と刷新を
可能とするためである。例えば、持続可能
性に関する取組であれば、世代を超えた取
り組みが必要であり、またその時々の世の
中の状況に合わせてこの取り組みを変化さ
せていく必要がある。このような課題に対
し、世代を超えたコミュニティと、次世代
による独⾃性の追求は鍵となるかもしれな
い。
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